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次 に 「権 威 受 容 地 位(ま た は早 期 完 了 地 位 、
Foreclosure)」 は、危機 を経ることなく親 の価値観
や社会通念を吟味することなく無批判 に自分のもの
として受 け入れてお り、一 見、同一性達成のように
見えるが 自分の価値観をゆるがされるような状況で
は防衛的 になったり混乱 したりするなど権威 主義 ・
融通のきかなさを特徴 とする者である。「積極的モラ
トリアム地位(Moratorium)」 は、自己投入の対象






























理 的安定感 に差異が認められることが示されている 
3)4)。また、質的研究結果から臨地実習 と自我 同一
性 との関連性も示唆されている5)。つまり、同一性












1.対 象者:本 学看護学専攻学生(1年 次～4年 次)
334名 とした。





の説 明と協力依頼 を行った。回収は回収箱 と郵送
を併用 した。無記名 調査のため回答 をもって研究
への同意とみなしした。
4.調 査内容






















更したい」の7件 法で評 定を求めた。 
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対象者334名 のうち305名 に調査 票を配布 し
260名 の回答 を得 た(回 収率85.2%)。 性別 は男性












































o% zo% 40% 60% 80% 100%
割合
口中学生の時またはそれ以前 　高校1～2年生 日高校3年生前期 團高校3年生後期 口その他 ■無回答
図1.専攻領域決定時期と大学決定時期(N=260)
表2.自 我同一性の分布の比較
本研究 柴田(2005) 小笠原(1997)加藤(1983) 
調査時期 2008 20052004 19961982
対象 本学看護学専攻学生1～4年生 教員養成系受講の 看護短期大学部2つ の国立大学
看護学専攻学生 1～3年 生1～4年 生
対象者数 260名 41名41名 271名310名
度数(名) 割合(%)割 合(%)割 合(%) 割合(%) 割合(%)
同一性達成地位(A) 10 3.8 10.3 12.8 10.7 11.6 
権威受容地位(F) 11 4.2 17.2 10.3 1.1 3.9 
AF中 間地位(AF) 32 12.3 3.4 5.1 14 12.3 
積極的 モラ トリアム地位 
(M) 25 9.6 3.4 0 7.4 15.2 
同一性拡散地位(D) 12 4.6 13.8 12.8 1.5 3.9 
DM中間位置(DM) 170 65.4 51.7 5.9 65.3 53.2
平均値 SD 平均値SD平 均値SD 平均値SD
過去の危機 17.1 2.9 16.44.316.34.7 デー タ記載なし17.23.3
現在の自己投入 16.7 3.6 17.23.717.63.4 デー タ記載なし17,83.1































められ(p<.05お よびp<.01)、 同一性 の違いにより
分散が異なることが示された。
満 足度に関して一要因の分散分析 を行ったとこ








































































































本研 究は、本 学看護 学専攻の学生の自我同一
性地位 の分布 を把握 し、先行研 究結果と比較し特
性を明らかにするとともに、自我同一性地位の違い
により、専攻領域 に対する思いに差異が認められる
































2.同 一性 地位 の差異 と専攻領域の満 足度 ・変更
希望について
結果から、同一性 地位 の違 いにより専攻領域の
満足度と変更希望 に有意な差異が認 められた。大































3.同 一性地位 の差異と実習負担感 について
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